



























































































































舞伎芝居となり、翌々明和 4 年の正月 3 日から豊竹座
再興を掲げて「星兜弓勢鑑」を興行した経緯は、役者
評判記・番付類などに知られる（注 6）。ただし、同
年 4 月 8 日からの追出し芝居については他に徴すべき
資料を欠くようで、『義太夫年表 近世篇』にも立項さ
れていない。しかし同じ歌国の編になる『摂陽年鑑』































































































































































た貞享二年以前の浄瑠璃を古浄瑠璃と称する。   
―― 佐々政一『近世国文学史』（明治 44、７） 














































































































































 用例４ 是（筆者注、延宝 9 年の『つれづれ草』）
より貞享三年義太夫の為めに『出世景清』を作る
まで、六年間の作は、大方古浄瑠璃の模倣にして、   











  ア 貞享二年二月一日 世継曽我 宇治加賀掾の 
   古浄瑠璃にて、大体の筋は（下略） 
  イ 貞享三年正月二日 頼朝七騎落（源氏移徒祝） 
   井上播磨掾の古浄瑠璃なり 
  ウ 貞享三年二月四日 出世景清 竹本義太夫の 
   為に新浄瑠璃を作る始にて（中略）一段の起句 
   毎に「さてもその後」「さる程に」（中略）の 
   套語を置き、さもなき人の動作を叙するに「給 
   ふ」の敬語を用ひたるなど、古浄瑠璃の型を踏 
   襲したれど、人物の応答言語は既に旧来の物語 



















































































































治 39）には土佐浄瑠璃 13 曲を含む古浄瑠璃 33 曲、幸
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 ３ 『日本庶民文化史料集成 第七巻』解題参照。 
 ４ 例えば、享和元年 12 月の道頓堀東芝居の「豊応
丸万歳艤諷」初演番付、文化 2 年 10 月の北新地芝
居の「会稽宮城野錦繍」初演番付に、「新浄るり」
と刻される。（『義太夫年表 近世篇』参照。） 


















古典文庫）。『時計草』では所収 18 曲中の 14 曲
が、改題を含め竹豊両座の何れかで初演されてい
る。 

























 16  執筆者の意図はともかくとして、読解の上で不
統一・揺れを認めざるを得ないであろう。 






















（明治 38,9 第 3 版 吉川弘文館）が名古屋
市鶴舞中央図書館に所蔵される例もあり、 
   なお精査の要がある。 
  ２ 成稿後に、「藤井乙男著作集」全９巻が本
年２月末日にクレス出版から刊行予定と知
った。その収載書目に本稿の補強あるいは補
正に資すると思われるものがある。 
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